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１．緒	 言	  
	 π 電子欠如芳香族であるジピリド[3,2-a:2',3'-c]フェナジン（以下、
ジピリドフェナジン）はアクセプター型置換基として機能すると考え

られる。よって、10 および 13 位にドナー成分を導入したドナー̶ア
クセプター̶ドナー（D-A-D）型分子は、分子内電荷移動を制御する
ことにより、様々な発光特性を示すことが期待できる。本報告ではジ

ピリドフェナジンを利用した D-A-D型分子 1-6（図 1）の発光特性に
ついて検討した結果を述べる。 
 
２．実	 験	  
	 D-A-D 型分子 1-6 の発光（PL）特性は、室温下、CH2Cl2中にて評

価した。また、PEDOT:PSS(40nm、正孔注入材料)を塗布した ITO ガ
ラス基板上に、トルエン溶液からのスピンコート法によって、D-A-D
型分子 2、4 または 5、ならびに PBD および PVCz の混合物からなる
発光層(80nm)を製膜した。次に、電子注入層として CsF (1nm)、陰極
として Al(250nm)を真空蒸着で順次製膜し、光硬化性樹脂を用いて乾
燥剤とともにキャビティガラス中に封止した。発光層の製膜以降の工

程はグローブボックス中、アルゴン下で行った。 
 
３．結果と考察	  
	 D-A-D型分子 1-6の CH2Cl2中、室温下における PL
スペクトルを図 2に示す。 
	 PL スペクトルでは、D-A-D 型分子 1 と 2 において
極めて弱い青緑色発光が得られたが（ФPL = ca. 0.1）、
D-A-D型分子 3–6ではФPLが著しく増大し（ФPL = ca. 
0.45-0.90）、緑～黄橙色の発光が得られた（図 2）。ま
た、D-A-D型分子 3–6の発光はナノ秒オーダーの発光
寿命を有したことから蛍光であると考えられる。加え
て、発光波長の長波長化は、置換基 Rのドナー性の大
きさに基づく分子内電荷移動の大きさに起因すると
考えられる。 
	 なお、EL 特性については、ポスター会場にて報告
する。	  
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図 1	 D-A-D型分子 1-6 

 
図 2	  D-A-D 型分子 1–6 の CH2Cl2中での
PLスペクトル 
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